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論文内容要旨
 骨の代謝の機構には日内変動があることが知られつつある。顎顔面頭蓋部における弩内変動の
 時間構造や変動の大きさを正確に把握することは骨代謝や骨成長と密接に関わる矯正治療を効果
 的かつ効率的に遂行するうえできわめて重要であるため,本研究では,規則的な明暗サイクル(明
 期7:00～19:00)に適応させた成長期のラットを用い,とくに下顎頭における基質合成。分泌
 活性の臼内変動について,一定時間内における3H一プロリンの取り込み量を指標としたオート
 ラジオグラフィーによる解析を行った。
 その結果,軟骨の各細胞屠および軟骨下の骨梁骨骨芽細胞におけるプ聰りン取込活性には,13
 時(窮期中期)に最高,生時(時期中期)に最低となる明瞭な日内変動がみとめられた。また,
 プロリン取込活性の高かった肥大軟骨細胞や二次骨梁骨骨芽細胞のコラーゲン性基質分泌活性に
 も同様のパターンの大きな日内変動の存在が確認され,最高値(13時)の最低値(走時)に対す
 る比は,それぞれ約240,igO%に達した。
 以上の結果より,ラット下顎頭の軟骨細胞と骨芽緬胞のプロリン取込活性および基質分泌活性
 には,闘期(ラット休息期)中期(13:00)を最高,賠期(ラット活動期)中期(1:00)を最
 低とする明瞭なB内変動が存在することが確認された。
 一i7一
審査結果要旨
 生体はその生理機
 のうえに成り立っ
 動物実験を中心に
 の血中動態や,骨
 は顎顔面部を構成
 である。
 矯正歯科臨床にお
 のような装置は使
 の装置の適用時間
 しいために,なん
 る日内変動の時
 めて鰍嬬報睡
 を果たすため,そ
 ることは臨床的
 合成能の疑内変動
 て適切と判蜥される。
 本硯究では,規則
 内におけるトリ
 行った。日内変動
 一軟骨細胞あた
 骨下に存在する
 計処理を行い,そ
適切であり,データの解析にも問題はないものと判断
 研究結果につい
 り込み活性には
 らかにし,また,
 ゲン性基質分泌
 長制御や骨格改
 ための有用な情
 値する研究と判断できた。
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